
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う海外特別研究員及び海外特別研究員-ＲＲＡ（令和

３年度（2021 年度）採用分）の資格要件に係る特例措置に関するＦＡＱ 

 

令和３年 1月 22 日更新 

 

Q.1 本特例措置により採用開始日を変更した場合、採用期間はどうなるのか。 

A. 採用開始日を変更した場合でも、採用期間は「２年間」となります。例えば「2021

年 10 月 1 日」に採用開始日を変更した場合は、「2023 年 9 月 30 日」が採用終了日

となります。 

 

Q.2 本特例措置により採用開始日を変更した場合、滞在費・研究活動費はいつ振り込ま

れるか。また、支給額に変更はあるのか。 

A. 学位の取得の他、令和 3 年 1 月 15 日必着としている書類（手引 7 ページ参照）及

び派遣開始の 40 日前必着としている書類（手引 8 ページ参照）の到着が確認でき

た後、原則として採用開始日の前月末に所定の銀行口座宛振り込みます。必要書類

を期限までに提出いただけない場合は、支給が遅れる事がある旨をご了承ください。

なお、支給額の変更はありません。 

 

Q.3 ＜様式 A-1＞に記載した「博士号の取得予定」年月から学位の取得日を変更するこ

とは可能か。 

A. 可能です。＜様式 A-1＞に記載した「博士号の取得予定」年月より早く学位が取得

できる場合、学位取得日までに至急本会へ連絡してください。「博士号の取得予定」

年月よりも学位取得日が遅くなる場合は、「令和４年１月１日」までに学位が取得

できるのであれば学位の取得は猶予されます。なお、学位の取得が「令和４年１月

２日」以降となる場合は、海外特別研究員及び海外特別研究員-ＲＲＡの採用内定

が取り消しとなりますのでご留意ください。 

 

Q.4  海外の研究機関で学位を取得する場合、＜様式 A-2＞について、外国語で記載され

た他の書類（研究機関が発行する学長等の署名付きレター 等）で代替することは

可能か。 

A.   可能です。その場合は、書類の内容についての和訳を添付して提出してください。 

 

 


